
工期

氏名 氏名 氏名 氏名
a b c d e a a' b b' c d e a a' b b' c d e a a' b b' c d e

+1.0 +0.5 0 -5.0 -10
+3.0 +1.5 0 -5.0 -10
+4.0 +2.0 0 -5.0 -10 +5.0 +2.5 0 -7.5 -15
+4.0 +2.0 0 -5.0 -10 +2.0 +1.0 0 -7.5 -15
+5.0 +2.5 0 -5.0 -10 +3.0 +1.5 0 -7.5 -15
+2.0 +1.0 0 -2.5 -5.0
+4.0 +2.0 0 -2.5 -5.0 +10 +7.5 +5.0 +2.5 0 -10 -20
+5.0 +2.5 0 -2.5 -5.0 +15 +12 +7.5 +4.0 0 -12.5 -25

+5.0 +2.5 0 -5

+10 +7.5 +5.0 +2.5 0
点 点 点 点

① 点 ② 点 ③ 点 ④ 点
点

点
8．総合評価方式　等　※8 点

点

※1

※2

※3
※4
※5
※6

※7
※8
※9

+(7.0)

（第一次評定者）

○ 評定点計 (         ) - ７. 法令遵守等 (        ) - ８. 総合評価方式等 ( 0.0 ) =          点

 0.0

（第三次評定者）

○ 部分引渡検査があった場合：

○ 部分引渡検査がなかった場合：

総合評価方式等の評価(減点)は、第二次評定者が行う。

0.0

第三次評定者（完成）第三次評定者（部分引渡）

所属名：

工事成績採点表
様式第１

完成年月日

工事名

受注者名

工事番号

契約金額（最終）

3．出来形  及び
　　出来ばえ

4．工事特性

Ⅰ．施工管理
Ⅱ．工程管理
Ⅲ．安全対策
Ⅳ．対外関係

第一次評定者  第二次評定者

+12.0

Ⅰ．出来形
Ⅱ．品質

2．施工状況

　考　査　項　目

項　   目  細     　別

1．施工体制
Ⅰ．施工体制一般
Ⅱ．配置技術者

評　定　点　合　計  ※9

Ⅲ．出来ばえ
Ⅰ．施工条件等への対応 ※2
Ⅰ．創意工夫 ※3
Ⅰ．地域への貢献等 ※46．社会性等

加減点合計（1+2+3+4+5+6）

5．創意工夫

法令遵守等の評価(減点)は、第二次評定者が行う。

評定点合計は、四捨五入により整数とする。

　　所　　　　　　見　※5

所見は必ず記載する。
各考査項目ごとの採点は、第一次評定者は1-1～1-13、第二次評定者は2-1～2-3、第三次評定者(検査員)は3-1～3-50によるものとし、第三次評定者(検査員)の評価
に先立ち、第一次評定者・第二次評定者が記入する。

評価する項目である。評価に際しては、第一次評定者からの報告を受けて第二次評定者が評価するものとする。

社会性等の評価では地域への観点から加点評価のみとする。また、法令遵守等は、減点評価のみとする。

評定点 ＝ 65点±加減点合計 （1 + 2 + 3 + 4 + 5 + 6）
各評定点（①～④）は小数第1位まで記入する。
工事特性は、当該工事特有の難度の高い条件（構造物の特殊性、特殊な技術、都市部等の作業環境・社会条件、厳しい自然・地盤条件、長期工事における安全確保等）に対して適切に対応したことを

創意工夫は、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき評価内容があった場合に評価する項目である。

平成  年  月  日

（第二次評定者）

評定点（65±加減点合計)※1

評　定　点　計

7．法　令　遵　守　等  ※7



項目 細別
得点割
合

× 0.4 + 2.9 =

× 0.4 + 2.9 =

× 0.4 + 2.9 = × 0.4 + 6.5 = × 0.4 + 6.5 =

× 0.4 + 2.9 = × 0.2 + 3.2 =

× 0.4 + 2.9 = × 0.2 + 3.3 =

× 0.4 + 2.9 =

× 0.4 + 2.8 = × 0.4 + 6.5 = × 0.4 + 6.5 =

× 0.4 + 2.9 = × 0.4 + 6.5 = × 0.4 + 6.5 =

× 0.4 + 6.5 = × 0.4 + 6.5 =

× 0.2 + 3.3 =

× 0.4 + 2.9 =

× 0.2 + 3.2 =

× 1.0 =

× 1.0 =

※ 各評定者の（　　）内の配点は、「考査項目別運用表」による。

※ 部分引渡検査があった場合　　・・・

部分引渡検査がなかった場合　・・・

※ 得点割合は、細目評定点の合計に対する得点の割合を百分率で示す。

8.総合評価
方式等

0.0 点

8.5 点

7.3 点

5.創意工夫

6.社会性等

7.法令遵守
等

4.工事特性

17.4 点

細目別評定点

/

/

/

3.3 点

4.1 点

13 点

0 %

評定点合計

0 %/

/

/

点

0.0 点

0 %

0 %

0 %

④第三次評定者
（完成）

Ⅰ.施工体制一般

Ⅱ.配置技術者

①第一次評定者 ②第二次評定者
③第三次評定者
（部分引渡）

0 %

Ⅰ.創意工夫

Ⅱ.品質

Ⅲ.出来映え

Ⅰ．施工条件等への対
応

0 %

1.施工体制

2.施工状況

3.出来形及
び出来ばえ

様式第2

Ⅰ.施工管理

Ⅱ.工程管理

Ⅲ.安全対策

細目別評定採点表

0 %

Ⅳ.対外関係

Ⅰ.地域への貢献等

Ⅰ.出来形

（①+②+③×0.5+④×0.5）＝細目別評定点（部分引渡が2回以上の場合は③を平均する）

（①+②+④）＝細目別評定点

0 %

0 %

0 %

0 %

/

8.8 点

3.7 点

/

14.9 点

8.1 点

/

/

/

5.7 点

5.2 点/



年度 工事番号 所属名

契約金額

契約年月日 平成  年  月  日

平成  年  月  日 から

平成  年  月  日 まで

完成検査日 平成  年  月  日

工事成績評定点

職  氏　　　　　　名　　　　　　　　　印

⑥総合評価方式等

注１）

部分引渡検査がなかった場合　　　　　評定点合計⑦＝（①×0.4＋②×0.2＋④×0.4）－⑤－⑥

　２） 部分引渡検査が2回以上あった場合、評定点は部分引渡検査を合わせた平均点を記入する。

　３） 第一次評定者、第二次評定者及び第三次評定者の評定点は四捨五入により小数第一位までとする。

　４） 評定点合計は四捨五入により整数とする。

　５）

工期

発注工種

⑤法令遵守等

評定者 評定点

⑦評定点合計

①第一次評定者

②第二次評定者

③第三次評定者（部分引渡）

④第三次評定者（完成検査）

様式第3

完成日

⑤法令遵守等及び⑥総合評価方式等は、第二次評定者が記入する。

部分引渡検査（指定部分に係る完成検査）があった場合　評定点合計⑦＝（①×0.4＋②×0.2＋③×0.2＋④×0.2）－⑤－

工事名 工事場所

受注者

工　事　成　績　評　定　表

平成  年  月  日

（代表者名）

（社名）

③第三次評定者（部分引渡）



項
目

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( ) 施プ18" ( )

( ) 施プ26" ( )

( ) 施プ20" ( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

検査回数 ( )

検査回数 ( )

注 1）

2）

工事特性・創意
工夫

関係官公庁等の関係機関との折衝及び調整をした記録がある。

施工プロセスチェックリスト欄の#付き番号は、第二次評定者の採点項目であり、*付き番号は第三次評定者の採点項目である。

工事番号 検査日 平成  年  月  日

適

   01,  02,  06,

関係チェックリスト

Ⅰ．施工体制一般

確　　　　認　　　　状　　　　況

細　　　　目中項目 摘要
指
導

不
適

 
施
工
体
制

関係チェックリスト

関係チェックリスト

  *13,  14,  15,

  *10,  11,  12,

   07,  08, *09,

   21,  22,  23,

   16,  17

   60, #61,  62,

安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、安全ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(KYK)等の実施内容と現場への反映

 
施
工
状
況

　検査等の状況

事故・契約・法
令違反等

　法令遵守等

　社会性等 地域の貢献等

下請検査　評項11"

検査員氏名

評価内容等

評項15" 　施プ09

　　  　　施プ55

　　  　　施プ17

評項09"   施プ13

隣接工事又は施工上関連する工事の受注者と相互に協力を行っている記録がある。

建設業許可票の標識が公衆の見やすい場所に掲示されている。

建退共の証紙が適切に配布され、管理されている。

作業分担と責任の範囲が施工体制台帳・施工体系図、もしくは施工計画書で確認できる。

施工体制台帳、施工体系図が整備されている。（下請け金額合計3,000万円以上の場合）

下請けの施工体制、施行状況を把握し、部下等とともによく指導している。

CD-R 提出  (1組

下請届（契約書・支払い条件・内訳）、施工体制表(500～3,000万円)が整備されている。

枚）

電子納品取組　①発注図　②打合せ簿　③施工計画書　④完成図　⑤写真　⑥その他

　　  　　施プ16

評項10"

重点確認項目

   24,  25,  26,

   27,  28,  30

現場代理人

主任技術者（監理）

専門技術者

重点確認項目

Ⅱ．配置技術者

   18,  19,  20,

下請業者の主任技術者（専任・非専任）

現場代理人として常駐し、工事全体を把握している。

工事に係る技術的事項を把握し、主体的に関わっていた。

専門技術者を配置している。

監理技術者資格者証

契約書第18条第1項第1号から第5号に係わる設計図書の照査を行っている。

施工計画書と現場施工方法が一致している。

工事材料の資料の整理及び確認がされ、管理している。

品質確保のための対策など、施工に関する独自の工夫がみられる。

見本、又は工事記録写真等の整理に工夫が見られる。

中間検査及び段階確認の手続きが事前になされている。

工事記録の整備が適時、的確になされている。

建設副産物の再利用への取り組みを行っている。

計画内容に変更が生じた場合は、その都度当該工事着手前に変更計画書を提出している。

施工計画書と現場の施工体制等が一致している。

品質証明体系が確立され、関係書類、出来形、品質等の確認を工事全般にわたって行っている。

施工計画書が着手前に提出され、・・・、設計図書の内容及び現場条件を反映している。

工事の関係書類及び資料整備がよい。(工事写真・出来形管理・品質管理・提示）

社内の管理基準等が作成され管理されている。

産廃委託契約書（運搬・処分・マニフェスト）

評項01"　 施プ31

評項03" 　施プ34

評項05"   施プ37

評項06" 　施プ38

評項07"　 施プ41

評項08"　 施プ45,

評項04" 　施プ33

　　　　  施プ35

評項12"

評項02"   施プ36

評項13"

評項14"

重点確認項目

Ⅰ．施工状況

  *31,  32, *33,

  *34, *35, *36,

  *37, *38,  39,

   40, *41,  *42,

   43, 45，46，4

フォローアップ等を実施し、工程の管理を行っている。（品質確保）

現場設計内容の変更への対応、地元調整を積極的に行い円滑な工事進捗を行った。

実施工程表・履行報告書

Ⅱ．工程管理

  #48,  49, #50,

　　  　　施プ48

　　  　　施プ49

重点確認項目

関係チェックリスト

Ⅲ．安全活動

  #51,  52,  53,

  #54,  55,  56,

   57,  58,  59,

関係チェックリスト

　創意工夫等

関係チェックリスト

安全教育・訓練等を4時間/月以上適時、適格に実施した記録が整備されている。  

過積載防止に積極的に取り組んでいる。

新規入場者教育を実施し記録が整備されている。

保安施設等の整理・設置・管理が的確で記録が整備されている。

　　  　　施プ53

　　  　　施プ56

　　  　　施プ61

重点確認項目

   63, #64, #65,

　　  　　施プ63

　　  　　施プ65

重点確認項目

Ⅳ．対外関係等

工事特性(構造物の特殊性、都市部等の作業環境、厳しい自然・地盤条件、長期工事における安全
確保、その他)

創意工夫（施工・後片づけ、品質、安全衛生、施工管理、新技術活用、その他）

周辺環境への配慮、現場環境の地域への調和、地域に密着した清掃活動等、災害時における地域
への援助・救済活動の実施等

完成・出来形・中間　検査確認票

重点確認項目欄は、工事内容の特色等により、検査員が独自に判断した確認内容を記載できるものとする。

確　　　　　　　　　　　　　　　認　　　　　　　　　　　　　　　項　　　　　　　　　　　　　　　目

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

社内検査

　総合評価方式等

労災・第三者への損害事故等、一括下請の判明等、建設業法・産廃法等

技術提案に記載された事項の履行確認及び措置状況等


